
実質公債費比率の推移（ローリング）について

※ R3年度までは算定結果に置換済。

　平成28年9月に策定した公債費負担適正化計画における実質公債費比率の推移に
ついて、令和２年度の決算などを踏まえてローリングをしました。
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